


















注意

令和 8 年度(2月期）

人間総合科学学術院人間総合科学研究群

看護科学学位プログラム

博士後期課程

大学院入学試験問題冊子（答案用紙を含む）

専門科目試験（60分）

受験番号：

1. 問題冊子は表紙を含めて2枚、 下書き用紙は1枚です。

2． 問題冊子表紙と全ての答案用紙の定められた欄に受験番号を正確に記入してください。解答開始の指

示があるまでは問題冊子を開かないでください。

3. 解答は、 問題文の下の空欄に記入してください。

4. 問題冊子を留めているホチキスは外さないでください。

5． 問題冊子、 下書き用紙は持ち帰らないでください。



人間総合科学学術院人間総合科学研究群看護科学学位プログラム博士後期課程

令和8年度(2月期）大学院入学試験問題・答案用紙

受験番号：

混合研究法は、質的研究と量的研究の手法を組み合わせて用いる研究方法である。

問1 混合研究法が適用可能な看護学上の健康課題について説明しなさい。

問2 問1で挙げた課題に対する研究計画を具体的に提案しなさい。

得 点



 
 

出題意図 

令和 8 年度入試（令和 7 年度実施分） 
 
【8月期】 
 後期 英語 

英文読解力、内容要約力、論理的思考力、表現力の評価 
 

 後期 専門 
近年、社会課題の解決に向け、学問分野同士の連携や融合のみならず、様々なステー
クホルダーと連携する「学際共創研究」の必要性が指摘されている。 
本問では、問 1 において、看護学が関わる社会課題と必要な学際共創研究の具体例を
記述させることで、受験者の社会課題、および学際競争研究に関する知識と洞察の深
さを問う。 
 
問 2では、学際共創研究実施時の留意点を問うことで、受験者のマネジメント力、コ
ミュニケーション力、リーダーシップ力に関わる資質を問う。 

 
 
【2月期】 
 後期 英語 

問 1は、博士後期課程での研究活動の基盤となる英文読解力と情報整理能力を評価す
ることを目的としている。 
 
問 2は、博士後期課程の学生に求められる統合的思考力と論述力を評価することを目
的としている。 
 

 後期 専門 
問 1では、研究法の基本概念と看護学における応用力を確認する。質的・量的手法の
違いと補完関係を理解し、それを実践的に研究に組み込む構想力を有しているかを評
価する。研究課題の複雑性に対応するために、どのような設計を行うかを通じて知の
創生力を測る。 
 
問 2では、混合研究法に特有の設計上・実施上の課題（データの統合、時間・人的資
源、解釈の一貫性等）を理解しているかを確認する。さらに、それらの課題への対策
を記述させることで、マネジメント力やコミュニケーション力を問う。 




